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はし 力き 

ヒット ラ I は 化 化を 動かして ゐる〇 

をして S かを 襄 こそは、 化 S な G 志 菲紀 Q 心輔 を！ S らして ゎる 巧 G 脚本で ゎる。 
ヴェル サイ ュ ザが 條約 詣條巧 及び。 ヵル ノが 約の がま。 聯期脫 退。 ラインへの 巡が。 ダンチヒ 
自 -E 巧の 自ちメ ，メル。 パ ルナ' ソク 沿が 裂。 ゥクライナ。 バルヵン。 ドナス スペイン のぞ 
命。 ゲシュタポ。 打倒 ボルシェ ヴ イズム 宣戰！ 

欧洲のを は騷 然として 風 茜 急。 

こ〔训をヒットラーの^§巧は、 巧が3^が饰巧巧の 「巧巧十す巧」 の3^鹏卜おへて、 いまや 「日 
巧 杭， いん」 の條 まで 來てソ 蹄を 包 巧した。 

だ 力 巧る 杯む •がすの ホす 巧 突の 巧 駐をか 川 取 化 ふか そして ヒット ラ— は、 む 。； y に 何を なさぅ 
と訂ふ のか？ 

♦ 

昭が 十} が 十一 一巧 

紫が 謎 



r 化 巧 改造を 叫ぶ ヒット ラ— 

◊歐洲 の 爆 邸 ヒット ラー とは 何ん な迎か 
◊ゲ H ^ サィ ユ條 約の 掷 崩し 的が 莱 
◊聯盟 脱退 
◊ダニ ュ プ河网 隣. が 川 化 巧が 紫 
◊ダンチヒ お 還 - 

二 氏族 的が 一 脚ぶ の述設 

S 宣戦、 ボルシェ ゲィズ 厶が 倒！ 

四 「反共」 十字が 

五、 質絲 上から 巧た 歐洲 為藤の 巧 幕 


々、宿命的 ユダヤ 拂擊 (二 こ 

セ、 新灭 地を 求めろ 膨張の 獨逸 ご 口 こ 

◊ク クラ ィナ 進が と 一 速 化生の 隣 巧諸闽 
◊バ^チ ク海巧 お制觀 

八、 ドナ ゥ义び バルカンに 於て 利 お 巧 反 

ずるが 太 利との 觸 係を どぅずろ か ご丢) 

九、 お軟 政策と 獨蘇翔 巧の 嵐 ごち 

0、 前 細 亞じ對 ずる ヒツ トラ ー の 方針と 

「口 獨愉を 」 のが 立 


ヒツ トラ^—^ の 

新 外交 政策 


巧 川逸邱 

一、 世界 改造を 叫ぶ ヒブ トラ I 

「《イ ル •ハイル •ヒット ラ I !」 

これは、 巧て は、 巧 巧 巧が の 巧 おの 中に、 息を 巧して ぅづく まつて わた 所の がが の】 W 化み 走 
に 勤して、 今 口 捧げる 「わたが 祐 がヒッ トラ，」 Q 巧を 闲巧 Q 叫びで ホる。 

「ヒッ トラ 1 はがが ドィッに 下し 給 ふわ 難 おで ぁる ミ 說く联 巧ぉ師 がわ ミ 
「ヒット ラ I は 現代のを 巧 e わると 同時に 种 がで ホる OJ と云ム 巧を が ホる 0 


I 


♦ 二 

「ヒット ラ I を 理性で 巧 さぅ とずるな かれ、 複悦 と、 む 梢で が 汲せ ょ」 と’ 巧 卿相 ゲッベルスは 叫 
ぷの である 0 

こゥ して ヒット ラ ー は、 「强 い も の 」 からホ巧に 一 神巧な る^^」 をぅし て か巧 に し る 

# 

も 0 となりつ、 あるので ある。 

をして 化の なな 没び をの 化 巧は、 巧に それに 巧應 けしい 人 化と なりつ、 わろ ので ある。 

化は 一 恥 帮 一を 叫んで 混 亂の獨 巧に 扭ち 去て 案、 た ご祖树 のはに (みみな を 捧て岡 
つて 來 た。 化は；‘ ながけ.： で やつて がた 巧 だ。 化け！ に、 巧财お 树の义 (ぶと なつて 1 して 巧 
た。 をして なの 魂が を 獨泌巧 巧の 船權 せる 巧に 嗚り ひだいて、 そして それを 巧 ひ 巧た してが た 0 
である 0 

化の 口が 蘇 裏 r を S 兵み 聲 されて むる。 化は ir を？ る こと 冀 限， Is な 装 

巧を 閒 みず、 巧 も 巧 巧 ものがず らも n にせ ナ 、むみを 淸 巧に 巧ち つ、 を邱を ぅろこんで H 巧が お 
をつ r けて わる 0 

化は •化が おに がきして 政が にみ 助して むる。 

こ、 にこを を獨迎 人の 浸"！ がつな がれて むる 。まさに 化 こそ 现化璧 のがで わる。 


化の 叫びち 獨逸 G 器で ぉ 〇、 彼 S 5 は ss 液で をゥ 、彼 は 則ち 雲 0 行動で 
ある。 卯ち ヒット ラ— は 獨粥闽 そのもの であると もを ひ 巧る 0 

化のか^ 巧 こそは •まさ 忆を S (動 喜 ゎり、 それが 獨逸 e み忆 f らたいで を 辭をひ 
きづり、 を おがに 波及す ろ 所の が弹 となつて 來 た。 

靈 襄思薛 tQ に 「二 天 ドイッ タ」 といを かあッ ，。プ 。シャ ぶ闽を 典し •た 7" 1 ド 

:ソ ヒ大； 止 ト イッ 蹄が 巧 凶を 挫設 たみ 宰相 ビス マ— ク 、をして ごこ 巧 化の 血の が一を 4 
んで蚕 二 轟 ’ j が- 設 C 礎が を うちたてた 「たらが g 齡ヒッ トラ—。 一 
だが が-^ がちな には 獨逸 s としてな 仰 0 中ち までな つてし まつた が 神審の おに かて 
また かのに U 、 ぐんく 在 界を蔓 •つ ミ ゆく 所 C 变蹇 剌を斯 じつ、 ホ' るを (寶 にがて 
ヒッ トラ 1 が おこを は、 を さに 「ー ミ ドイッ 尙 人」 C うち Q 驚が にを らうと し ミろ？ をる 
防洲政巧の動巧の鴻おが'をなしてゎるかのかそ巧を乂してゎるヒットラーのかを巧巧をを面リ 
に敛る ことは、 まセ问 巧に 化が 巧が のが がをお 壁す る ことに もなる 0 

◊ヴェルサイユな 約の 巧 崩しめ お ま 

. 一二 



Ifg がを が 結は、 巧 養 ホ s 上寞 謹を 打てち 化巧大 栽は まに 巧 今 ♦ホが がのを 
A でぁり、 短 歡學的 大巧 寄を むてし をつ ちが こ S 任を ホく 獨を にを すりつけ てす 上げて 
しを つたの がヴ H ル サイ ユ化 巧で ゎつ た。 

米 大統領 ゥイル こは T 破 斬の ま 任は ヵイゼルに ぁつて 巧进奠 には 無い」 と 春して たを & 
がち ヴェルサイユが 約は、 悉くを のち 巧を 巧 舅を にの み 魚は せた のち 巧 ホは 苦 巧し ちれ 
It の夕 b ! 質た。 ミ 時を S (ホ 交 方 技 運な は璧」 た (で ゎえ ミ- 
幕す— で 解が 4 •華、 巧は 累堂も か、 るガ らぅ ミ §0 下 S がせられ セ賠 化を 
タモ ーー 音 憶を マルクと なつて 獨逸 裏を 巧つ ち 不可能な 賠償を 支が 〇肤 なが、 孤 装 代表の 
累參 加を 許さない 一方的 S に乏 て、 パリ 1 媒—营 がて 强 せをち 巧 逸は 似を おりの 
人 閒も円 藍た 资産 もす つか てし まつち 隻 地は ホく が 巧に 巧 至 げらた •トイ' ソ〇 
Kf も 謂 ふべき ア ルサス こ 1 レン 地方 も S 1 ランド、 シこデ ャ地ホ もが ひとた てし* 

つ to 

巧はむしらた 邮は|5はれ、 手是斬りとをて晌お〇甘と巧と巧だけが巧〇た。 この苗朽か 
に 巧い ヒ m 0 く C 拖 から、 を 化 華 ニモ- 襄巧 トン 0 お f 嘗ミ佛 S にが 上ず る こち 


千ム ハな トン w 上の が 化を 部と 即に 巧な 解 二 千 庭 トンを 巧 班して お 上す る こと、 が 私は 巧閒 ホな 千 

塞がが お 巧 寡を が 上ず る こと、 その上に モ ーー ー巧 値を マルクを な 涅 せらね ぱ ならない の だ とい 

ふこの 該乂妄 巧む のをの 様な 案を を 手盛りして、 巧を のか 庇せ ざるを 进 でか 综し てこれ をを おお 
しに 巧 逸に つきつけ たので ある。 

しかもな ほその 卜： に、 ヴ H ル サィ ユ がわ 十の ヶ倏中 おも 大切な 氏 扶打化 ホ 苑を描 逸には が 巧 
巧して、 軍備 揣少の 約言を 唯に 巧を のみに 巧 要しち 人 nw 千 巧の 佛巧 がが 巧 姐 巧を なせて 六十 
巧の 常惦 軍を がする のに、 一人：： 六ず 一二 巧 巧八獨 巧の 化 備职は •+ 巧た 干に おられた。 

W 巧正窥 も、 人 旅 ホを も 何も ゎりは しない。 か、 るか 巧 日の お法强 がが ザ かみ 巧の ドに 
巧され たが、 お 力なる 巧 逸は 满 をのんで 巧佛の 的を とならね ばなら なかつ た。 

それは、 巧 逸の 凡ゆるを 民と 巧 街 おと 巧 人と にがして 、ちかの みおと エ おと 商店と を， いや 持 
來 ので や 採まで も 聯を閔 のれな たらしめ る ことを 約柬 ずる も 〇ガ〇 

それは、 八時閒 巧が のぅち 六 時 問は 巧な 巧の 巧に 物き やつと 二 時閒で rt 々注の 生 巧を ぶへ ると 
す ふが だ、 古代 おおの 征服を とが、 これ W 上 侵 おに 征服 おを 谱げ たことは ない！ 

巧を の 巧： iij はわく して おり 心 巧に 巧した。 しかし お 一人、 この 巧な た!^ がして 乂 なに 巧 A る t 


六 

のはな かつた。 巧剛 じた ごが •がを あぺ 、さしく 化ぇ る だけだつた。 大 なな もまた 無力た る 化慨を 
示ず だけ だ {'た- 

この 巧 だ" この 巧に、 辩师〇 巧が 核 ナチ スを ひつ さげて むつた のか、 ヒット ラ ー である。 

破が が！' 齡で をら ぅとまで 巧 はれた W 逸は、 がか 十餘 が、 巧 おのが の 下に か* L く 化ち 上- 0 た 
ッム.ラ^ン！ ッム •ド.^ ッチ K ブイン！ の 哲巧 ぶが 巧 逸 0 をく の {ホから なのされ 视じ のぶ 
を も いかめしい ナチ ス巧 n の 巧 郁ので 巧が、 獨逸 おが 0 脈が のかく にがな になけ にが 溢す ろ 中ぅ 
にたつた。 けつて は!" I 脱邮 として 二 巧 巧 W 下い 化 ひを なけた 硝逸〇 臥 觀が贿 のな 巧は •いつの 帥 
にか 巧 洲の於 巧晚阁 としてが 誕 したむ である。 ザ佈 削れな ひで 獨逸 にはめ 迄んだ ゾ卫ル サイ ュ化 
.約の ギブスを 蛇ぎ かて、-!: 带 巧と しての 姐 邸の 塊 化から 蹄 〇 出た" ヴェルサイユ 化 約で お しつ 
けたが 侃 制 眼は. 化が やかの 祕破你 賊盼で わろ と 化 惟した はに、 巧 逸は をれ をが 巧した のに、 巧 
巧は 化が 火 抓が ょりも もつとが 列 i なが 的时 化と なつて、 硏 逸を 例 繞 する®々 は构 々しくぶ 奴して 
しまつて ゐ る。 みみ 無税 も 巧し い。 巧 化を はたのは 巧 逸で ある。 十餘年 前〇戰 化が 巧の 巧 猫 期な 
らい ざしらず 、がが の大网 として 磨 生した 卜 ：んら は、 こんた-小ん 巧を 廿 々と 狎し 的く わけには 巧 
かない」 讯をの顿望はヴュルサ{ュ巧めのななだ。 がつた防に乘じて即しつけられたが‘凑約〇 


淸な だ。 


ひら 


ミ ご 


されば 一九 一ニ ニ 年】 お 巧な がおか 巧が 閒 かれる や、 巧 逸は ナドル nl 代表を 送つて、 化 約 改訂 
のむ 乂耍 口た る ボ備ザ 等 術を 力說サ しめたが、 现化 維持を もつ て瞄 化を うつてなる 巧佛が これを 
巧 入れる 巧は なく， 結局 巧 一二 一二 年 十 H 十四 口 巧 縮な 謀が なみで、 英 外相 サィモンは 踢 逸ぶ を ほ# 
し、 仰阅 及びを の 與闽 もこれ に 散が し、 巧 逸は 孤 化に 化つた。 

巧 逸 化 ま ブィン パ I ペンは 必 巧に 巧備ザ 尊の が脾巧 巧を 結 叫した が、 化ら に 巧 巧 その他の けを 
のが 巧を だ ふだ かりで あつた。 巧 辱の 延 ちを 獨 逸の 上に 適 川す るは に、 あらゆる ホ 巧が 现狀 維持 
あにょ つて か てられ、 巧 逸は さんざん 巧め 化かれ て、 をに 腳盟 を脫 おせね ぱ ならな くな つた。 

巧 辟の 條 むから 晩 れんと する を 獨逸國 民の 化 QW る 叫びが あかつた。 

「胳们 奴隸だ 一 がの 隨 まで もがな だ！。 あの 亞佛利 加の 太 2 に 巧され たる 祐お地 巧の やうに、 
おうたれ。 おなされ、 嘲笑されて、 と&のやうに巧しく、 巧神のにも去巧されて、 が術 
も、 もはや 巧々 巧 逸人を 慰めて はくれ な < な るむ 加！」 

痛 巧な ヒット ラ I のむ サぴ碟 であつ た。 

i 巧 巧 巧が おみ 謀に おいて、 巧を がが 拽 のげ 浓 にか、 つてち しめられて わる お 中’ がち 一九 一二 

• た 


八 

s がが パ 十：， Ju に獨逛 問わに かて ヒット ラ I は、 が ホな 所 訊-孤 船 船!^」 を 叫きつ けて むた。 

个 やな 洲 (现 化は 如何なる 戰ホ をな てす るも改 おで 可能の 化應 にある。 戰 化！^ 閒に關 しては 田 
逸は 化 •健に 中 冗を もつ て不當 なる 喪 求を ほ 巧し 來 つた。 ヴ H ル サイ ユ がみは 、む 治の 巧 とだな 
の网 巧と をな をせ しめる ことに 失 化した もので わる U しかして W が 約は、 獨 をのみ がが M にがす 
る 罪を な ふ ぺを闽 を りと 大巧の 先入 ま 独を もつ て お 巧され たもので、 亂 防腳點 はが 小に 巧して 何 
巧な •れ なる 採 助を 與へ てね をい。 岡 蹄 協 おは、 均 巧 怖を がず る 巧み 問に がて 締 おされろ おな にが 
て 初めてを のな 巧を なする ものである。 巧し き即 ホの 巧 致は 巧し き 巧 做を 柿 ふこと、 なり、 わく 
て轿 しき 不ぞを 世 巧に 巧 ホす る おとなり、 をに かがは 巧 ホ ホ 宛に ょつ て おみ 化應 になり、 绒 じの 
お 巧に 臨む こと、 なる でを らぅ。 

ヴェルサイユが 約 0 改訂は、 ひとり 巧进が これを おがと して おる ぱ かりで むく、 哗 g がが も そ 
のな 訂の 必要を 認めて ねる もので ホる。 過去 十の 年閒 W 巧は 巧が としてが 利 ザと 化 化が とに 圳れ 
來 り、 かくて 化 巧の 不ぞは 增大ナ るに 至つた。 

ヴェル サイが 約 にがては、 巧 巧が 化 巧に 巧して 軍搞を おぶ する i 利を 巧す る 典が 誌め られ てむ 
る。 ナチ スの 巧# 除は、 が 巧 的 曲 相では ない。 しかして 巧 巧が ヴ H ル サイ ユが 約を 中 装に 西り し. 


てね ない との 說 はが 撇 li きもので ある。 ドイツは 如何なる ホ おがが 約に も 參加卞 る 川 おわる も 八 
である。 しかしながら ドイツは、 二等 闽 として’ 厢每に 甘んじて 巧 巧 巧 盟に巧 まること も 巧し と 
しない。 巧を はか 3： なる が 態の 下にを いても、 闲进 にと つてみ « 巧 をな 化するな 化に 調印す る こ 
とは 小 可能で ホる" 巧 逸に!； する かがなる ぶ W も、 巧を なお 並びに 巧 民を 时化 ホし める ことは W 
ホない。 

ドイツは 火み 救の 巧. なによ つて、 巧 雄の 粮 利を 剰が せんとす るが かき かがなる みなよりも 化 お 
せんとす る ものである OJ 

巧 化を!； 渺 せんとす る狗逸 巧が のがな かお 优 によつ て巧斷 される H 巧が 盟巧 おに 巧 かに 斯 おして 
巧つた。 年* お 十な づ t の 人口 臉 眼を がする 典隱 力は、 抓 猫の 巧 巧の 山野では 化な し 切れない。 
伸びん とする 力、 起たん とする 別を、 無现 じひに がへ つける のが 巧盟 だ。 が盟は 巧佛巧 等の が 化 
困 決の インチキな 擬裝 がで あり， それ 等のを けに 巧 川す る 校な 巧ガ 。を 略 巧 用 逸は、 H 水 M はに 
自 山を 求めて これから 抓ぴ 化した。 け 巧の 悅 なで、 蹄 盟は完 をに 英佛 のな なと なつた が、 その 化 
巧 內で现 な もがめ つけられて ゐる のが、 U 泌と M じくを 化 拐 おのか 太が である。 

現 化が 持を 巧が とする ことによ つて 佈 けて わる モな ひの ななみれ ポが盟 で わるから’ そのみれ 

九 


巧で 塊 か s を i が する をが を ば’ これは— お々 でて をつ てた かつて 龄 c めた、 る" 

夏、 裹 、か 太 利を くか阅 がく、 巧が 少く菱 く. 仲び ようく 丰 るが S さ滿 ちな し 
てむ る^^れ 力 大雙挪 Q 氣に 入らめ 援 •た。 _ ，かし 冀 する. Ms はどうに も かがを い。， 
こを 化な の あ S にす るた めには、 滿化 異義り 餘る がま 慕と を* &ぅする か、 さう でな 
のり iif i なければ が警を ミミが— ホ i し 
i 闊 规 粒を 適 川」 ようと」 て、 をた K ? れば寒 を、 ミら、 か-化 こよ •卜" 

が 雲。 が ff £ ず—、； 2 ミ.」 たた。。 を， ふが い: いい 

l 」 l〔if ぴ屢 

◊聯盟 脫お 


ヒブ トラー！ 


かく ■つ 


3ま含"^化怒|、 — if へた一||が、 |擎|な 

^ 望：。 のがが とぇいて はを S に、 を I の欧雜 じ馨が 起ぶ おた 
ダ 强は时 唾を 巧んで、 ヒッ トク-政 i 巧— つた。 f と— た 


この 列 闽熙眺 の 中を 獨逸 はを々 と聯既 •を 脱 型して しまつた のだつた レ 

獨 逸が 聯盟の ボ 縮げ 胡に 巧 W したが 備：个 等の おおは、 何の 网も おがから だむ できなぃ く C わ、 
巧々 堂々 たる もので わつた。 - 
獨埋が 逃 化し、 をれ だけ お鄰 じの 阿が め 治には 巧狀 のむ 則が 約 まつた^で わる 
蹄 則 脈 おを かおしたり、 が‘ W ヒット ラ IU むら ラず 才 にょつ てを 化が にス なした。 

「お 化の 獨逸 內閒 は、 城 瞬 ある W 倘ホ巧 備パ巧 巧詐 がされる もの 去が じて 阿 除 聯视に 加入し、 巧 
綺知战 にを 加」 た？ ゎる。— を じを ハ 卿い は、 お 令 這 切ら n た。 獨逆 はが 冀卜 ：に聪 船が 
W む あるに 係らず、 他の 网 々は、 がが 化 約に が 化した 約 おすらが いしょぅと しない。 j 化 S こが 
十 こりの が統 w 茲に 化て け、 巧 逸に 巧して が備 かが W を 説め るけ の 餅が をして わを なから かに お 
つて をれ を ホ 記し 棘 心とは 何が であるか。 巧邀 むがは、 これを て獨逸 巧が に 巧す るす 巧；：； 5 つす 
おがが まる 萊刖 r い 遇と W 做す。 術 逸は 一; 巧 阿に の％ させられ てまで、 か〜 るかな にを 加す る必だ 
はない の だ。 それは 獨逸 巧ぶ の-前 n にか けても 川來 ない。 予は拘 逸 ハ ホ かとして， をた ナチ ス の 
巧饥 としてせ； すする。 化が の 平 かは、 が服ぷ 、被が 化 あの 巧を をが 巧して、 わめて 化しぅる もの 
なること を 〇一 


巧た る この 一言！ 

征服をと被巧服をとの^|なにょつておられたる現在のサホ地团、 これを描ををへ ねばならない 
と 昔 ふの だ。 

巧佛 ホを 小 おの 化 服を にょつ てまが せられる 巧 化の 化 ホを、 巧 巧し ゆく 巧 族 巧 おに 巧す る 大地 
0 巧 放の 巧に、 不 りか 1 にを 巧 せんと r る •化が 化 巧の^ 咐 びを すら、 發 して ゐ るの ダ。 

◊ダニ ユ 7 巧國巧 巧川條 巧を ま 

現が 維持 おに 巧す るな 巧 巧は 巧に ヴ ユル サイ ユの 制に 巧す る 空文 化と なつて が はれ わ。 

ドイツ 政のは、 ヴ H ル サイ ユ條約 中、 ダ n ユ ー プ 河、 ユル \、 河 巧の 阁巧 河川た る ことを 巧を し 
たが 約を 於 おする をを 鮮 がみ 國 (巧、 佛 、か’ 内、 チェ コス ロ. バ キヤ、 ポ ー ランド、 デン マ ー ク 

スェ—デン、 リスアニア、 ォ1ストリア、 ルーマニア、 ユ1ゴ1スラヴイア、 オランダ、 ハン ガ 

9 1) に础 ホした。 

ドイツが おは、 巧な 河川が 巧 巧 巧の 姐吿 にもいて 哪 化づヲ イン、 エル ぺ 、ォ ー デル、 ダュユ 
1 プ 巧に 期す る阅 巧を なみ 並に キ—ル 運が に關 する ヴ ユル ヤイ ュ がわの 巧を が ドイツの ま！ g と 巧 


巧れ む 郎を協 刹し、 かつをを 河 w 及び 法が に 期す るが おのすな なを おがした を、 义 のかく に 
ぶぺて わる。 

「ドイツ 蚊が はまが 巧 化 0 M 化ょ 〇 ドイツの 水域に 轉 する ヴ H ル サイ ユ化わ 並に こわに ぷを 決を 
された 巧け 諸 お 化め をが 巧ず る。 ょつて ドイツ 政が は 巧な；！： 川を U わにむ する 協 別 も やか 止 
し、 代 お 巧の 引 巧げ をけ ふ。】 方 ドイツ 化 おは、 これら W 川に おする か 化の ぶかを こ、 に閒 W す 
る。 卯ち ドイツの 船 姑と か 閔妍航 との 刖 にを 別を 設けず】 巧に 化 巧 おを な 化する。 ド f ツ化府 は 
巧 巧み 网政 がが、 をれ t 自 巧知 十： 巧の 內化水 巧を がけす る ドイツ 奶 かにむ し M 巧の 巧 巧を W 巧 
される ことを ホち する。 

さらに ドイツむ おは、 水 巧を 局を をして 巧 巧 闲の關 がな 局と 協 試せし わ お 班の 水 巧 にむ し 
巧 劈に 適な したな だを 絲 おする 川な をが する。」 

ヴェルサイユが 約は、 巧 己な 肿 一條 W 下の 規 おにたいて 、ェル.；、 ホ ー プル’ ュ ーメン 、ダ_1 
A 1 プ 、.ライン 等 ドイツ 閔巧力 至阁巧 河川を もつ て】 か 巧 巧 州 川と 巧 化して、 これを 巧の 的に 巧 
がし、 スイス、 チ H コス！！ バ キヤ 等游 池を がせざる 諸 巧みに 封し お 面へ 出入す る 巧を をが がする 
巧が をと ると ともに、 田 巧を 巧を た齡 遇して 制 おの 法 川を 保を にを らした 0 である。 な上闻 な；！： 

ニニ 


川に 閒 する 蚁ゥ 、ドイツ 農は 薰 Qs を 望を ミを？ ぉる が、 今を は!！ が s 巧ょ 

り 河川け 政に 乘识す こと、 なつた もので あろ このが 巧の お 来は、 ドイツ か 巧に ご ル サイ ユ化 
めの 赔 が、 冗 尊 巧の 妻が 巧を 囊 した 條 みを 案ぜ.：.；、 妾に がサ」 めた な 上* 巧され たもので 

あつた。 

ヴェルサイユ 齡が巧 ミが 化には、 ヘリ ゴ？< 卜簽 i 止 8 巧が 視だ ミミち い； トイ 
ツ政 村け、 こを ち 化巧 して、 化 お志銷 第な のが 裳 地を 祕维 してむ る。 

クラ f ン巧装 香ち， JQ 蓬を 下院に がて 靈し てむな を、 この ヴェルサイユ 
斋蜂 をむ」 てち 馨 M お S へない 摄 でむる" 

网 にへ 9 ゴラン ドな 忆學 るゲ ユルて ユ化も 巧を K 攸〇冗 义はホ (如き もので あつた。 
「ヘリ JT ンぶ 及び ご I 不な (榮辨 か S 誘 及び 姬は またる 與搜 貧證 C 下に その 

巧む る ぉ 2;^ ドに トイ ツ网另 ち！；^ 仏 OEij つ ドイツ 闪 (巧 川を なて これを がが す. へし、 がな の 巧が 

雨 器な 的累態 C を S 築す •へを ず 又 黎恕基 S する K 探を が擎 •へを ず 。」 . 

◊ダンチヒ 巧迅 


かユげ がで 大ホ がを つけた 倘朋 は. そ ハ 改組 w 題の 片づ かぬ 閒 に、 巧び 雜削 題に な 曲し なけれ 
ばた-ぃねこと、 なつた。 がエ紛 ホで ずつ かり 聯觀 の 化 下を 化を した ナチ •ドイツは、 ラ.'- ン ラン 
ド 嬰 おの 惦巧 をが める ー ホ、 巧を おに 轉じ W ダンチヒ 巧 巧を か树 する に 巧つ わ。 

ジ r : ネ I •ノで 蹄 照 0 諸!^ おを な々 おを して、 ダンチヒ じ： §バ 地した ダンチヒ ロ川 か 參哉院 巧に で 
同地 ナ子 ス C が 袖なる T ルツ I ル •グ クイ ザ ー は、 化を が 則に 巧へ たなでの が 奴を 前にして 
「巧 大 かな 的い のけ 巧 近を にぁり」 と 公な して、 がて 參说 にな U とおな して 後、 瞬说な 約を：：： の 
なかを がが 上魄 なする 方 かぐ 巧 冗して ホ 0 かく祥 剛 した。 

「蹄盟 巧 巧を U シ I ン •レ スタ ー 巧が か 巧を な 〇 はか 何なる な义智 をみ がしよう とも 之 巧 巧が は 
一切 K かとして 化が ひ问 を：：：：， 、，何が を WW しよう ともをく 化默を W て 巧 巧に 化へ よう。，： 

ダンチヒ 白が WQ ナチ ス か、.. り卫 ル サイ ユ化約 巧 巧 二が は ドを な 孤し、 耐盟 との 關 なをが 結し 
て ドイツに な 流せん とする 巧 則け 利を か 脚した に 巧し、 縣盟け 巧に をの お 別 無能を おおして し ± 
ったり 

。々ルノ化約の破棄。 日本がホ地じがぃて、 ュ ユージ>ラ ンド、 法洲、 イギリス巧のを巧が冶 
下に ぁるを な ドイツが 民が のを 邊が求 巧。 


一六 

团 i 逸 Q 豁 は、 常忆膨 眼して ゆく 舅に 濃」 て、 巧が (ス s がを が A るに* ゥ 、ホ 巧 
と碍ま G 望與 S 忆爹 0 5 て、 民 養 巧 を S とすを 簽な进 S 接 t ので も 

る 0 

■ 

二、 巧 族 的 統一 國 家の 建設 

巧が たる 雜 とみの-なかを をれ た證 がろ 巧を 巧 族ち 甚お にわいて すでに •裴 がる 巧 著 
H をが 設 し、 巧 滿じ大 陣に推 飛した y 

-iもるに^vsム_初Q帝図がナポぃォンQ约がj^踩み现を、 阳か^^巧の辕^的るや、 巧这巧 
巧は 巧び 乂 地を S つてを 起.. 5 た。 をして 7, _ ド？ ソミ 巧 S 巧を つげる 乂 ザかピ X マ— クに 
ょつて、 巧 二の 巧 迭巧闲 は化现 しわ。 

なる に 化 契寶ホ ss 構^ どつ で みつたか。 かつて 火 接 W おを 叟 j た 乂ホ闻 の g な 

は どこに あるの ダ。 ' 

「巧 三 帝 尚の 巧む！」 


をれ が ヒット ラ IQ が 望で ある。 そしてを 獨进巧 族の 目 巧でなくて はならぬ 。かつてが 一巧 w 
OS 滅 を、 巧 起して 第二 巧閣を 建設し を 巧を が扳 がさら に巧ナ •巧 ホして 巧 一二 巧闲 をが 設 しぇない 
理 かが どこに わる？ 

而 して ヒット ラ ー は、 をの 妒 ミホ 巧巧投 C セめ に 二十 五 3； 巧を をめ て 「がが が」 とした。 

一、 巧 等は 网 おの 巧故自 かがに 基き をての 巧 逸人を 合一して 大巧を 閑の がは を-お 求す る。 

二、 巧 等は 化の 諸闽 におす る 獨を巧 族の 對 ホなる おがと ヴ ユル サィ ユが 約、 及び サン •ゼル マ 
ンが 約の お 棄を喪 求す る。 

一二、 巧 等は 巧が 民族の 扶を 、巧び、 過 刹 人口 移住の みめに、 两 及 ぴ饰化 (WK 化) をぶ ホす る 
四、 闲巧 たる 巧は、 獨逸 同胞に おる。 な 仰の 何たるを 問は ず、 巧を 巧が' の 化が にあら ざれば 同 
胞 たるを 巧ない r 化に お义 人は をて 巧 沿とは なり 巧ない 0 
等* であつ た。 をして お 後に。 

巧 巧は、 な 上 一切の. ば 巧の セめ に、 强 力なる 中央 祐 力の 巧設 たお 求し、 を 巧 及び そのを 化が に 
おする 中央 政み なわの 結 巧の 術 城を 嬰 求す る。 巧 等は 网 おの 巧 令せ るが 化を、 み聯 巧に 巧 施せん 
がな にみ々 圳巧院 、及ぴ なお 圳巧院 の献 散を おおす る。 巧 巧の 指 巧 ザは、 必巧 なる がが はを なを 


巧しても、 w 上 s のの 途 巧のを めに、 逆 巡す る ミト 解 ふ ものである。 

としてを る 0 

しか’ しそのを めには、 ホの が 則を 巧で なければ ならぬ。 

先 づか驚 則 •た。 獨 逸は 靈人 (みで わる。 みで な だばなら ぬと 夏 C とで おる。 ミたり 

には 义蓮髮 p-K 護」 墨」、，」 (画 i く-ぶ 1 

f i を も 11 せん とする i 巧を たけん— h， 餐^れ • 
一, い’^ •わ はすで に ほ居资 つぃた。」 か」 现楚獨 逸 肖を、 峨義 とぃ ふ獨透 

あ r. 苗 力 ある プエ 'ソ n にも グン チツヒ にも 獨逸援 (装が あろ ヒッ トラ— ミぶ 3 
論 これと Q 誇 蘇で あろが 焰に魄 かしぶ 交刖 曲を やんで ゐろ tf ク 
巧い！^ ぶ军 一り、 T スト？ 黎ルト •シ ユシユ ニック 望ち 養妨 にがして、 巧 巧 

が.， ノの巧 立を 蹲 叫し、 公が コム ミユ ？ をな て その S を 袭_ ，た〇 巧 转儿に 契」 碑— 巧は 

で i 互 f 网の ii ざ f 謙す ると f 、 閒 
严 「ゲル こ 氏 i みとして 籍の髮 關 係を 確孚る じり 恥 I ぃ 

巧の 特請 f 堅せ る 一九 一 fc、 ： マ g 並に 一畫 f 修冗 む;;^^ 


「何等が 巧を 受 くる ことなし」 と 明記 さわて &る がは、 化义獨 巧な 化を 巧 「 s 巧 M 规 ，一に お 巧が 

させ、 蒼 葉では 化 おょ 0 地中 愛！：：. るを SQ 靈を疑 して、 佛 ッか凑 約に 巧 巧 せんと 

するな 關をボ げすろ ものにして 巧 目され て わるので ある K 0 " 

ヒッ トゥ I にして が ホなる 臥り は、 必ず 獨 巧の 關 巧は このを、 にて 利らず、 巧 嘴な がに g い乂 
な 巧 巧が な 12 向 0 WQ 初 おは、 をみ にかて K > こと QW 來な いも 〔で ぉら ゥ 4 J い ぜら る。 

巧 か だ じあら ぱ 、勃が とこの 運動は 衆； 曲 化する であらぅ し、 したがつ て 巧阴を 中， レと し、 ぶこ 
巧义 利の 獨 ぶを あくまでも 維持 せんとす るが 太 利との 問の 巧 巧 巧から， 觀 おに 巧る むがが 化して 
ゐ るのを 扣られ るので ある。 

巧 も あれ、 ヒット ラー 中央が 掀の拖 化は、 ホー 步と 巡め られ ろ。 ザ I ル W 厨問贴 、メ I ィル巧 
圓 。ヒッ トラ， は、 その 巧肪を もつ て 巧々 と援的 統一 网ぶ cMM を的訴 つて ゆく ので あろ 

一二、 宣戰 、ボルシェ ゲ个 グム 打倒 

巧 逸を して 化 巧の 侈が にぶち のめした のは、 巧 力が 劣 巧であつた 巧では ない。 龄驴 にわつて i 


ながに 巧 巧を しめてむ たの だ。 をれ だのに、 か 巧ち をのな 乎が、 巧な から、 苹 命に ょつて 用 逸 M 
巧を 巧亂 してし まつた の だ。 巧 巧の 化を あるが 闽を 巧て なすた めには、 まづ このが 巧ち お トー 巧 
しなけ れぱ ならない 0 

これが 到 かなす チス巧 ホの、 む 化で あつた。 化の か岡卜 おが、 巧に ヒット ラ ー は、 左 狼を が がし 
て闽 巧を が】 した。 しかし 乍ら、 巧の 巧と 雌 もたへ ず おん 拽亂 せんとず る ボル シ H ダ*^ キの おが 
をが 破し なければ ならない。 また 佈が W 、 叫 巧 ザに おがを 思いて 崎 洲掛亂 を 巧す コミンテルンの 
巧 削を 賠 する にがず んぱ 、映 洲〇化 安は をぅ 川がない。 巧 逸は 巡んで、 を おがの 施が のために 
ポル シ卫ヴ イズム 打倒の お前 絲に乘 り 川され ぱ ならな くな つた。 

ヒット ラ ー は 記る ので ある 0 

•「ドイッは i 郎 巧に ポルシェ ヴ イズムの がが 邁延 する がに 無饼 、むで がられない。 かは 悼が 千 
五な 一： £ のが おが 命 か】 下な ちに 巧 起す る がをだ じて わる。 而 して ひとたび ドイッ人が おち 上れ ぱ 
化が を 前の 光教が 展閒 され、 モスクワ 化が にと つてれ ましから ぬが 超が おお 廿られ るに 至る だら 
ぅがを^ 摘して 凶き をい。 ぶる ものは、 巧々 が ポル シ H ゲイズれ 巧に 蔚 中して わるのを 化て、 何 
故 かくまで み 中して わるの かとが 問を 抱く かも かれない が、 ドイッ もイ タリー も现 ホス ペインで 


话〇 てた る やうな を おて ホた？、 ボル' ごヴ イズム s 誰が か 何に お换な おホ たもを 

もので をる かを みに 化み てが 臨して わる？ ある。 かに ドイツ も イタ？ も 憂 まを 忆立學 る 

» 家に 同が を 至 之ら の巧阅 とぶ を蝴 巧を 找按 せんこと をが 望して わる。 今ヨ 1 ロツ パの 必 おと 

する ものは、 組摇 の— なろ 强阔 则の が議 が。— ミこれ にょつ て やがて ボル シュヴ イキ 

0 がな ま おの 巧ぶ はヨ ー ' ロツ パから 一搞 される りが 来る であらう 0 

f 一 - 

四、： 反共」 十字 単 

r ドイツ 閣巧 は、？ T も ュダヤ人 や 藉轰ミ 給 おに S 楚 い。 ドイツ 网 おは M 贊 ルシェ ヴ 
イズム Q 巧 固 M 巧 巡す る 7 アシスト •イタ。 1 を (他® み 闽巧忆 鬟をお 明す を、 がじ陈 がの 
みで なく、 を 裳が ボル シュヴ イズム OSS おしてむ る视が にがては、 ポル ジュゲ イズム 打 
倒の ためみ 闽 幕が 驚 張らねば ならに だら う。 何た せょ ポル シュヴ イズムは、 ド ソ 
日の 閒^ こは、 ドイツ 巧が が 巧 機して たる ことを 小 か設識 して もら ひたい。 

ヒツ トラ 1 結が がを う 叫んで、 ボ こェヴ イズムに おしてな 賊 したのを きつ かけと して 恃が 


ニニ 

にはな ボル シュヴィ ズ ムお问 戰お强 化の が^がぶ 巧と して 起つて ホた。 先づ この おにが てが がす 
べきは、 十 巧 下句 ベルリンに 於て 巧ぶ した 「化 お 獨が協 お」 でを る y 

これは ィ タリ ー か扣 チアノ 化の ドィッ 巧 問の が 化た る】 腹む 獨が茄 がの" 如が たか - k 化」 の 
至 卜：命 かに ナチズムと ファシズムが、 r 中 防の おた.； ォ ー スト リャ に關 する W なの お 叫を 一巧、 达 
に歷 史の紹 乎を をげ たこと け 於^な 範巧 いこと、 一;;' ぃ はわ ぱ ならむ。 

ムッ ソ リニが 十 I パ ニ H フア ミト 巧 錯 ミラノ にがてむ つを 夕が說 中を が獨 がが 驚 
確な を. 架が したのは 言 ふまで もない。 

獨 がを WI まとす ろ だが 邮巧の 結ぶ は、 ホいで 十ー バ 十二け ゥィ I ン にがけ るが 巧な 一二- の 
巧 巧 强趨 となつて 现 はれた がが 化か 並に 巧げ 桃は 己 巧の が问 ホむ としての 「巧が」 じつきぶ をに 
巧 巧の】 をを 兄、 先づ 巧の お 巧 ま 宛 巧の 巧. がを 約した ので ある。 

かくて 捣が项 か W 賦 の 「が お」 な 從眺は 確な された。 がら ばか、 る お 巧那が 結は の 動 巧は 川^ 
巧亂 をが 巧と する ソ聯 のス ヘィン 巡 出が これで ある。 巧し 村 巧に をれ てなら ない のょ、 巧 か 巧 か 
阳闽邮 の おがは、 旣に赞 削 S グ ュル サィ ュ衍 制に 對 する 巧銘 であると いふ こと だ。 

歐洲 の も 弱化 怖は お 外* 鹏 ti は、 ヴェル サィ ュお 制の 「現が」 が 瞒をス a I ガンと して W つた 巧 


を おへれ ぱ 不化强 でない。 ロヵルノ、 サンジェルマン、 トリ アノンの 統ザか 化 約を をが に 巧规し 
ェ チオピ 了を 仅 がしを。 挪 巧が が闽は 「現 化」 をれ 破し、 こ、 にが 规 して、 ボル シ H ヴ イズム、 
ソ聯打 阿に 乘 W す こと、 なつた ので ある。 それ はげに 巧 かのに さへ 化え る。 

お、 巧 益 上から 見た 獻洲お 臟の內 お 

ポ丢シ H ヴ イズム 打倒は また 义 くの 巧 巧を さへ ともな 勺て わる。 

巧に、 ソ聯の 脚 削 说亂を 防ぐ とい ふが が 的 巧 山に とピ をらないで、 そこには、 もつ と视 化の 巧 
ホに 腳 がした 巧 極的郛 山が あるので ある。 け やく 云へ ぱ 、をの 方が、 巧 力の 巧 お 逝が の 巧に 峡な 
から ざろ 巧 利を そな へて ねる からで ある U 

ソ 蹄が のむ 佛 政策は、 二： かの なのが を拇 つてむ る。 I は ソゲ ェ I 卜政 がの 械に沿 ふて、 W 化 巧 
ホに その 巧 巧： 卜の小 アン タントみ がび、 ナチ ス獨邀 のむ 脚を 一 おが •化する 政张 である。 佛瞄 凹、 
ル 17 ニア、 チ ェツ r ス a バ キャ、 ユーゴ I スラ ゲイ ャ巧 の扣五 不可：^ 條 約： C おが 脚 的 不可が 化 
約の がが 义を 巧には おらを かつた が、 ソ 俳の イニ シア チヴ にな 4 がぶ ロヵルノ のが 巧、 ソ 蹄の 闻 


巧が 既 加入、 巧臟巧 及ぴチ H ツ コス ロバ キヤとの が 梁间既 がな、 ル I マニアを おて モスクワ、 プ 
ラ ー グ閒 をが ぶ 巧が 空路 問 规酱は いづれ も そのり のに 川た もので わると 化る ことが W がる。 义ソ 
巧 おおの 親 巧か义 も’ 树 おにが ける 口 本が 制と おに、 な 班む における 巧 逸が 刖を その ま おな 日 的 
にもつて わる ことは 否 おしけない。 

巧に ソ仍述 おなお や、 お朗 & 協た、 目下 消 巧を 祕 へられる ソ聯 のむ 佛お期 巧 おがが がぶ 等、 い 
づれも ソヴユ I 卜 政の がな お 面から かつて 化を か 巧の 策の 巧が とみて ょから ぅ。 

かくの かを 巧 巧を、 もし このま、 に 数 過 せんか、 化 肢サん とずる 巧 逸 あびが 义 利の 逝な はお じ 
られ てし まふ ことにを る。 

この 巧ぶ は、 なが (村が‘ 及び スペィン 人 巧 郎找の 巧 かにょ つて、 いやが 卜： にも 船 似 廿られ た 0 
で わろ 0 

そのが 化は、 巧说 的に、 辟な めを 餘に 口な わた 巧 供を、 なおを 中む とする が お ホ おが 力に 巧し 
て白巧巧にがても獨^^政齡の閒巧を口おすバ-:^述動の刺巧が加へられないと煤齡できないのみ度 
ら卡巧 利 的に みて、 獨 逸は、 バルチ ッッ诞 沿が 训糊 あび ウクラィナ 逝 出 等の、 が义 利は、 ド ナウ 
地が がが 及び バルカン 池 川 等の 化が なが 無が にも W 巧され てし まふ こと t なる ので わる。 


をむ しろ 攒 ggtr 締邮 s 力を 砍洲ミ 給が してを おの 抗 一を 网る とがに 逆ち は、 獨 は、 
巧扳 的が！ 阐 家の 巧 鼓、 バル チック 舶 制が、 ゥクラィナ 進 川、 ド ナゥ 及び パル ヵンへの 巧 桃、 失 
地间 な、 而し てこの 化 化になる 失地 问 化の 巧の 梅が おが 地巧設 等を 日 論む ので ある。 されば こを、 
を々 と ボルシェ ヴ ィズムが 邮を 叫んで 衆 口を 一巧に ソ 巧に そ、 がしめ ておいて をの 巧が をな 傅し 
つ、、 スペィン^が をな けて、 巧 巧 機を おくり、 巧ち をが ぶして、 スペィンを 化 化し、 人巧賊 
巧の 豚が が软 なをな. 巧して、 モ n ッ コカ おは バレア リック 巧む にわけ る A 地ホ撤 のな をを 約 おし 

た 

巧 逸は、 ポル シュヴィ ズム の 歡^を 巧が して、 か 巧洪を もが 问邮 掠に 巧を 込 わがに がみ一 たが 
それは、 が 太 利に とつて 云へ ぱ 、やはり、 スペィンの 苹 なをを げしめ て 化か お 制 お 欄の 施 化、 ソ 
佈巧 力を 拱な して、 ドナ ゥ及ぴ パル ヵンに がける 巧 お、 巧に アフリヵ 乂 陸への 巧 姐 巧み < の 巧を 
が あるから であつ て、 ッ聯と 2 謗 SS 」 て お同賊 おを はつた こ 〔更 閑は、 を 0 共同の 
巧の 滅 後にたい てか欧 にが まるが 巧の 衍 巧と いふ、 を 巧が 巧され て わる ことを どぅす る こと もが 
來 ないか も 知れない。 

巧もわれ现なは、 ブ巧といふ共巧〇が^^に巧して、 巧がだをおに 一 がする巧が‘み两は、 ー ロ巧 


二 力 

に ポルシェ ヴ ィズムげ 倒に 突進す るで あらう。 

山 ハ、 お 命 飾ユダ ャ排擊 

巧洲乂 耽、 それは ユダヤ人 にと つては 結が のな ダ どを でな つた。 むしろ 防洲义 利と いふが 掛が 
をう つて 狗り 3 けを した C が ユダヤ人 である 存 はれて ゐろ K か融巧 為を 一 乎に 视 隙して 
ゐる ユダヤ人 どもち 裝大郎 を 起さ 甘る こと 至つ て 器 T : 萊か 盛に し、 をれ •忆 ょつ て祐 々を 
の 財 化を こやし 一一い つを^で 磁の 血と か (惦化 (上を 寺-人命を しや ぷ つた 表は か？； グヤ 
人で あつたと いふが が W 米ょう。 

c -^ c £ q 积逸 にある 化な は 化 巧】 沛の巧 巧で ある W 別を W て、 巧は 巧 就憐閒 を。 於して， 巧^つ 
統一を 索し、 ぶは 乂谭お 授を巧 化して 巧は 巧樂 悄關轰 だて、 ドィッ 瑰 にが ’g を 芒め、 ぶ 
はむ 治ぶ をな 收 して 闽 能を 巧を 妨げろ とい ふが 巧であつた 0 
化つ いた ヒッ トラ ふ I 巧闽 巧に 兹 ぶへ さおけ 们が と、、、 ユン こで ま (ゎた。 接つ けら 
ゎた 冀は 何で あつたた 何 おにけ つて 朵滿 とが 拐 〔なが あつち 一 お S 々は、 巧 こが 槪た 


る ものでぁつた。 巧 4 おお ボ公化 去 巧は 化て わた。 興 據に立 つれは、 痴 なか、 でた ければ g が 
されて わた 0 . 

化が の 諸 巧 おは、 すつかり がぶ 人に パぶ されて わた。 を ゆるが 巧が が稱乂 人で、 を ゆる お乂人 
が 事 捻な になつ てわた。 ヒット ラ ー は、 巧 太 人の ゥ して わるの にがおした。 妍阁 のために 
生命を がして 邮ム啡 巧には、 がみ 人たん^ かんどわなかつた のに。 

が 巧み 社は もつ とひ どかつ た。 を ゆる ホ 巧踐齡 は、 妍乂 人のを 融巧 本のが 巧に をれ られ てわた 
巧 逸人が 祖 岡の ために、 が 死の 奥 化の な脾 ひを 戰 ひつ、 あるとき， 巧たん は—^ の おみの 巧 にん 
くれて 巧巧卜 ：の獨 逸の ま 巧 あとな つて わた。 

やかて ユダヤ人は、 巧 逸 巧の の アリ ガネ をく を 持つ て 田 かにを じした。 巧のは ゴッタ かへ した 
ゼネストが お致した。 觀亂が はじまつ た。 巧み だ。 こぅして 栖 逸は 敗れた。 

机巧をがするヒットラーの瑰は、 同巧に趟がユグヤ人を巧なずべしのがのがでわる。 この巧か 
ら 、ヒット ラ 1 Q ユダヤ 排 がが はじまる ので ある 0 

ヒット ラ I の おも 怖れる わのは、 ドィッ 巧 巧の お换 的な 激 とを 巧 的 勃 誠を 麻が サ L めて しまん 
巧の ユダヤ ィズムの 巧が である 0 



先 づ巧巧 ユダヤ 入を はじめと して、 これと 糊 巧 席す る乂巧 か授や 政治 装に むして 减 がが を閒始 
した。 

ホには、 ユダヤ人に 仲ぴる ソ聯の 巧ずに おして r あつた。 をを なる が 巧を がたない 化 巧に とつ 
ては、 まを完をなる；^闽をに乏しかつたのもをがであり、 事货であつた。 巧し乍ら、 ドィッ巧种. 
の 大道を 巧く 巧には、 この 巧が も 巧實も その ま、 許を ずる 譯 には ゆかな かつを。 ユダヤ人の 共 ホ 
巧 支 時、 これは 蒂ぞ にあ まりに も 判な と 現 はれて 來 をの だ。 一 化 11111 年と H のがな 舉 をは、 がな 
貝 數ぉ百 八十 二 あに 巧して 約 百を の 巧 ホな 強 U が巧斷 巧た る 巧 力を もり、 社み 巧- に ホぐ 巧 
一 一族と してな ホして ゐ るの だ。 これ こそ 斷座に 立つ セ ドイッの 巧れ なをで あつた 〇 こ、 にがて ヒ 
ッ トラ ー 政が を 握る や、 巧 策 卜：の 荒療治が 巧 はれた ので ある。 

かくして ナチ スのユ ダ イズム 抓餐 は、 徹が徹 巧 その ル 交 ホむ の 加 眼に がれて む’ るので ある。 
「一义 一二 六 中 巧 八 回 ナチ ス蔥大 みは 巧び ボル シ H ダ イズムと 化 化の ユグ ヤ禍に 巧ず る 化かな 岡爭 
巧 的を を祥 せざる をのない 。ソゲ ユ —卜闽 化を まがす る 人物の 八が 化 分は、 ユダヤ人で わり、 ホ 
を ル 巧 巧 巧のぅ ち n シヤ人 八 あ、 アル メ ニヤ 人 一二 あに 巧して、 ユダヤ人は 十六 あに 注して わるが 
を 等の 巧には 脾 化する リトヴ イノ フホ巧 人 氏を 口は ヮ J ラック •フ インケルス タインと いふ'^ の 


巧す 姐り ユダャ人で ある。 

而も 佛ソ蘭 巧 •チ ェッ コ>ソご1 卜麗 g の 軍 巧 同 巧 に巧 到サち $ソ ご， 卜籍は 全 t 
巧 ユダヤ 化 C が 時を 巧げ て 兵力を 親し、 § せる ご レ タ。 卞 、穀を おを 巧 一が に 掘ろ を 
票大悼 S 闲を內 かから 脊 ぶ」 て 含。 莫 文化 Q 危 巧を 前ち 巧者は かが 芭ミ 奠蔓巧 

と ザ おとを 捷薄サ ねばならぬ 〇」 

と、 ロ ー * ン ベルグは がで 化し， 

1 かや ユダャ人 はな 洲み 閣の义 化を 巧站に ダ； き 農 ユダヤ 巧塞設 のをめ あらゆる お賊 とかを と 
を盡 して 需： おな 動して ゐる OJ 

ゲッベルスは、 そぅ 叫んで、 ユダヤ ♦汹 をえ 言した 0 
何れも これ、 ヒット ラ I のが 辯で ある。 

ロ シャの a マノフ 王朝を 倒した こン スキ 1 も 巧いて をつ た薰累 の、 ごン 、卜 。ッキ 
I を はじめと して ' m ッこ 、カメ ネフ、 コップ、 ダ f ソキ—、 リトヴ イノ フ、 ：‘シ T ノフ 
スチ クロフ、 ジ ゥイ ゥイ エブ、 ゲ ，ン ケル、 ポト； スキ—、 カン シェン スキ， ず 巧 ユダヤ人で 

あろが 洲巧 がを 時の 巧 巧愤既 のが ぶれを 巧ても、 ホ 巧が お ドラモンド (お W お がが ァ 


プノール<佛巧】 %?^術巧<1ス(佩巧】 街ホなおライヒマン(化闽】 おが部おソルタ1(巧尚) 
な俾齡 _ が なお コンメ ン (獨 网) 巧ぶ ザ 代 お マ グリア I ガ (巧が) 九の 闲を U み 謠おイ ー メンス 
(む 闷) チ H ック 代を ベ. 心シユ (チ 网) 巧 がをお レ ー お 一( 俳闲) 巧闻 かか レ— ぞング (お 阀) 

巧 巧 か 机 サイモン (巧 网) 上 おエ部 村に ソユ ッ七ン ゼン (ホ 巧) 滿洲闽 調が が U お リットン 卿を 
な ュダヤ人で あるか、 をの 他數へ 米れば •ばに おくべき 巧ぜ がか 限り おくわる ので ある" 

化 嘴は 化み 征服の 乎 巧に、 巧 本 ホ 堯と共 巧 ホ茲の 二刀流 賊 術を 川 ひて &る〇 でれ る。 

巧 本 ホ 宛 も 社み ホ茲 も、 微が ユダヤ 人の 邮が 征服の キ 段で ありぶ 化な ので わろ。 

化 巧は' が 阅を がしない。 したがつ てが 闽 巧を 巧し ない。 した か 0 て 一み は， 巧 巧 ("ス チ ヤイ 
ルド、 米 巧の モルガンを はじめと して、！ 义 S 脚ブ 》 ックの お 巧の 化が 支配の お 遊と なり、 一方 
t 、 ユグヤ 人の 阀ソ蹄 •プル ム巧 和は じめ、 ユダヤ人 人お规 なの 巧帅明 •叫を はじめと して 共 ホ 主 
、巧の 化 巧が' 亂の倘 みとな り、 ともに 人が の 岡が 化の おがと して 迫りつ、 わるので わる。 

このけ、 ヒット ゥ— は、 化 巧を、 お 神 ま おめ、 迫を が】 閑ぶ を 叫びつ、、 が 巧の ユダヤ イズム 
のが 巧に 挺 かしで わるので ある。. • 


と、 新で 地を 求みろ 膨張の 獨逸 

獨逛は 年々 ん 4 •巧 人づ 、の U が 加を 巧して わる。 おく ぺ きこの 腺 眼ん は 何とかして 樹 逸八闽 
主 並びにを 源の 頻大を 岡らねば ならぬ。 ホ ナチ ス のが 進に つれて 视逸 S 闽八か あ 巧して がた。 ヒ 
ツ トラ I に 率 わられる お 在の ドイッは、 わし ももされ もせぬ 嚴然 たる、 

化み の乂閔 となつ てむ る 巧睹し ゆく 巧 業の Mi は 何 おから 仰ぐ か。 ドイッの 巧が は何赔 にわる 
のか。 しかも、 ヒット ラ ー は、 陛 おを がの 巧 役 期 刚を一 护年延 おし 一 かに ニヶが とする けの おな 
をを 發 して、 ドイッ 0 陸が 兵 別 だけで も 巧 冷を 敕ム るに ちり、 

をの 上诲单 のあ備 、空が の ザす ばに が だしきが 備 のが 火で ぁる。 これらの 々九は どこに ぶめ 
るの か 0 

巧を は、 速 命 的に、 おかへの 發 お並びに 蜗尤の 频乂を 巧い せねば ならない 必 がれに 迫 〇れ て.) 
る 0 

傍 巧 逸が が 巧 化の. 肢 おぶ か、 お、 が、 法 巧に のつ てな される こと も •またが 巧っ 巧. 化と 部 

ゴニ 


はね ぱ ならない 0 

をして これを •どぅしても 夕佛を 〇现化 涨持网 がが、 が 獻‘サ ざるを. 巧 なくなつ て かる とせば、 
その 時 こを は、 化ず が、 ホ浪 のがに 狎 がせて 來 るが 興 勢 f ： を义 へきれ ないで、 M 服ず るげ である 
から、 をれ を 期して、 がの 膨龄 がかた 的ゴ ー ルまで 突進し、：：： 丰の 化か 的術祂 がをお 糾が に 
展閒 せられて、 なに 化 巧化网 がが に 棚き 巧 えられむ ばなら なくなる で わらぅ と^;;^ する。 

◊ウクライナ 進 巧と-ま 巧 生の 巧を 諸图 

ウクライナ 及びが ぶ 巧 巧 巧を 来め て ドイッの 肋は 巧が がに のびれ ぱ ならない。 

^ クラ イナには、 巧 耍な巧 化が あり、 パぶ •錢 .マンガンが あり、 ぞ が. 巧觀が あり： れ 火な 巧带 
が や 工場が 化惦 にが 中され て わる。 

そのが 巧は. 叫 十が 巧 二 干 ホぶ キロ あり その 人 n は ー ニモ ニ 巧な もを る。 ^ 洲： 一地 闲 ぶを 化に みが 
する。 物の ながを この ド/クライ 十に 跳め つ、 このが のけな？ 一な 化 巧に ヒット ラ ー か 巧 りしな-. 巧 
があらぅか" 

巧 巧の 眼を ホら したわる ソ 巧が 巧な 秋れ のウ クラ す ナ探趙 n シ ホ I ルと ポストぃ イシ ユフ ’献が 


に 巧を して わる ウクライナ お 巧 巧槐脚 政び のの 巧鮮带 人 ホむ 蚊 にも 化ら ホ、 過去 十おい ホを 证じ 
て陰に喊§度.£4^:瑶み遊(分雜述利寒炫ソ 述繫むミ、 ゾ税內|;2;^'か网か化が11固のおも 
八 おしい 所で ある 所け である。 

そし ミ， ライナ 援が篡 すん g だは、 む簽ミ タ逊が 紫くな り、 躬に囊 あびが 巧 上の 

巧 巧は をな その 巧に 巧 まれる がの ル I マニア、 ポ ー ランド、 リト 'T ニア、 ラト ヴイア 、ユ スト 
ユア 巧を も 一 述巧化 ウクライナ 巧な を おにす るが となつ てがるの である。 

巧逸は、 巧がにウクライナ般5?を閒わするであらウ。 

◊バル チック 巧を 偉が 覇’ 

货 逸が ホぶ にがけ る 巧ぶ を帷 がして をの おぶ 計が を がげ るた めには、 バル チック 梅な おの^ 双 
を 巧な がと する。 

ダンチヒ 〇 山 市. 2 蹄既 がが、 メ I ィル問 腐 ハ 巧 お、 あ 装は バルチック海の がをお だつ てがた。 

げを ハタな 巧 巧階游 覆.： 儿が聲 し， こ (襲 巧ん にょつ て ドイッは イギリス 海が の-一 莉 

おかに 巧し い 海が をが 进 する 惟利を のた が、 この 二| 刹 お 分は、 イギリス 本 巧の 海が にが 中され て 


わる ィギリス あ 軍と 巧 等の もので あり、 ドィッ おがを 回な する もので あつた。 

プ 日 シヤ には 强 力なる 巧 おを 榮选 した。 を 所に 柿 下がが 化を つくり 多を 0円 卵 巧な 化を 巧进し 
ておプ P シヤを 巧を 「バル チック 巧が 地 巧に おる ドィッの 橋」 となし、 メ I ゾル地 ホに 於て は 巧 
術た を提 し， ラ-- ゲィ ア 、エストニア にわいて そのが お K 肢 たる ドィッ、 ユンケルの 乎を 通じて 
なお、 巧萊 、金融、 巧 おに 巧げ を扶 化して 酌阐 の ナチ ス 化を 脚り、 今やを の 巧 力は 平时 たる もの 
が ある。 

ドィッは、 また ス カンず ナ ゲィ ア諸随 と バル チック 沿が 詔阅 との 閒に介 ホして ソ聯の 四 化ホ莱 
地帶 とな 搂接 おして ゐるフ ィン ランドの 軍 巧的仍 化を 巧く 巧 巧して ゐ る。 おつて その 活動 も おと 
して 巧 審卜： の 巧 巧を 巧び てゐ る。 フィンランド 陸 巧には みあの ドィッ 軍 尊 おなが 做いて おり、 同 
憎が の 制服は ドィッ 陸軍の それと 巧が たる ものが あり： 刚阀ボ 巧を 化の 化 化は 巧 であると いろ 

をれ に フィンランドには 政 年な 來乂フ ィン ランド 運動なる 化な 運動が むつて むる が これは フィ 
ン ランド 人と をの 同族た る エストニア 人 及び 甸ザ利 人を ウラル 氏族で わると 稱 [、ウラル ホで フ 
ィン ランドの 國 巧を 延 おする ことを 郡 あとす る ものであると 俾 へられる。 

^ くの かく バル チック 沿岸 諸闲 における ドィッの 巧 別は ホが に大 たるち のが わる。 


また g がと いへ どもな々 强 化して ゆ. くで あらう 歌は 明らかで ある d 

だから ナチ ス巧 袖が ニュ— ルン ベルグに たいて ボル シュヴィ ズム 刺を 結 叫して 巧ソ 十字が の创 
設を呼 焼した としで もを も、 火の 巧 巧ぇ ではない ので わる。 

八 •ド ナゥを ご ヵンに 於て 利藉反 
ずる 伊太利との 關 係を どぅす ろか 

十 巧 下旬 ィタ 9 1 か 巧 チァノ 化か‘ 咽り 做^り で ベルリンを 巧 間した 0 ナチ' シ 'れ府 の化獅 とを 
こで みなした 被は、 忽ち 「窓な の兑 をな】 を」 をな た。 巧に 化は ベル ヒテ スガ ァデンの 山 化に ヒ 
ッ トラ I を 訊— ひ， こ、 でも また 甲 ' I を フ アッ ショの が數ホ 占が 色 ファッショ 巧 巧とは 一-をを なぶが」 
をを げた。 

それから T 巧】 ヶ片 日の 十一り 十九 U に ベルリンを 訪れた 才 I スト リ I がが シュミットは、 ヒ 
ットブ I はじめた チス ホ巧ゾ ィラー ト をの 化と# なの お裝 .巧 巧が 巧 巧が は， セけ 十】 H の 協 おに 
をき 姐 商 文化のを がが になり 紫 密な 敝んを をげ る ことに 腹 化の 一を を 化た と 觀邮斬 船.,^ だ こた。 


この 巧 巧 o を 中軸と ずる 中 歐のフ アツ シヨ •プ n ツク はます- 强 化されて ゆく か (觀を 巧して 
わるが、 これは 耶お ヒット ラ I の 巧ソ方 かを 中、 むとして 巧 共 十ず がの 結は の 動きで ある。 ヒット 
ラ ー のぶむ としては か、 巧、 巧、 巧 等 その 化の 小 闷を糾 なして 一大 •化 ソブ "ック を 巧 鼓 せんとす 
るに あるが、 これは か 口の 脾 する 眼り にがては、 贿 かにが がして むる。 しかし ザら この 巧 巧して 
ねる 所 rj は、 が、 巧、 洪巧 にしても そのぶ がげ にな 火の 利 狂が あるから である。 で、 もし 利を 巧 
反する 部！：： の 術 突が お 面 化した が。 なは、 巧が (關 巧は か 何が 化し、 中おプ P ック はか 何なる 巧 面 
をなせるであらぅか。 をの巧に ヒッ トラ ーは何を峨^何に蝴みつ いてゆかぅとしてむるのである 
か 0 

獨が巧 携を姐 じて ムツ ソリ ー ニの ミた ところは さし わたり ド ナウへの 進化で ある。 ムツ ソリ— 
三が がが してが なさせた 巧 巧 協を は耍 する に ド ナウから ド V - ッ をのめ 出す 工作に 解な^ ない。 

ヒ ツ トラ ーをしてホ J ス トリ ーからモをひかせてない てが巧洪を述ねる所前ドナウ • プ n ツ ク 
をが 巧し 政治的に が 巧 的に ド ナウが がに ィタ リ I のが 別を 仲 張 させょぅと いんのが ムッ ソリ ー ユ 
の 化で わる。 

また V - タリ ー はソ聯 との 通巧閒 がから 夕大の 利が を. つけて わる。 ィ タリ J は エチオピア 戰爭^ 


らぅけ を 創 煤に 惱んで わる。 イタ"’ は 地中海を おんで イギ ， X と鑽な s をす る。 こ (巧を 
かエ がが によつ て 一が が 化された。 巧る に ドイッは 新なる a カル ノ怖 制を だソ十 宇が おがの がむ 
として、 n カル ノ挺 制を 摸き あげる ことによ つて 巧 方に を頓 のを ひを 鉛つ て、 がら ソ 蹄を ぶが 0 
紋 としてが 調 ホ 方 政策を 巧 巧したい のが その ホ 皆 I でを り、.- ホフ ランスを W へる ためには イ ギリ 
ス と結ぱ なけれ ぱ ならを い。 そ S 刀 Q? ソご卜 a ップを 送つ て畜襄 制して ゐる (も その 
な网の あらは 化で ある。 おソ閲 巧とは 異 つて、 巧英蝴 なにが ては 巧が 两 をのな 妈は 一を をげ く 0 
巧が ある。 

そして ド ナウに がて バルカンに 於て 兩 がが 利 宙は尖 銳に封 立して わる。 ナチ. ドイッは 化 巧 的 
經巧曾 的から 「ご カン Q 經巧 閒發」 に 懸命 S-R を拂 つてむ るし、 へる シャハト Q パル カン 
訪 ぉによ つてが 巧 お 入を 中' むと する。 バルカン 諸 巧 巧に ル ー マニアとの 閒に巧 巧な がが 閒 巧が 巧 
立し ち 經巧的 K 政治的 K バルカン 掠び をす る ドイッが 何時 畫ド ナウを イタ， ふが がに 
をね させて 迸き ぅる か。 

また 夕年 バルカンへの 進が を 企 面して 來た ムッソ リ I 二が 裝 して ドイツの バルカン 盤 W を獻過 
する 至】 や。 覆 兩两は バルカンに めても ホが 立を ホむ が磬が 巧い？ ある。 • 


を わを 


然し 乍ら、 ヒット ラ ー のまち 化 策 及び •獨巧 八" 化の 「斯兰 ホ 組 一途な は、 どうしてもが をされ 
はしない だら う。 先づ 、巧 ソ十ぞ がの 偉力を なて I ほと 巧みの 熙 巡を とげる 掏 逸は T 巧 お」 个ず 
おの 巧 巧が 化される をの 綺閒 に、 忽ちに をのな 巧を もたげて 巧 巧违 巧に 歧 巧の 巧 削を 試みる で わ 
ら クゥ 

人お郎 給を 利用して 共産 ホな を やり お ほせょう とする コミンテルンの 述扔 ハ： £ 巧 その 逆を 巧き 
つ、 あるの が ヒット ラ ー ル义 である。 

ヒット ラ ー のこの 外 么巧本 方 かこ そ 巧に をの 围 情、 立瑞 からして 巧が かく あるべき ではなから 
うか 0 

化、 東歐 政策と 獨蘇闡 境の 嵐 

ベル ギ—お 巧 レオポルド ーニ ザが 十月 十 W 口の 闲巧お 試で ベル ギ I の 中ぶ をを すした。 佛白巧 巧 
巧盟 のが 巧は、 佛國 をして# ぶと： 个ぞ とに 噢 きもと したが、 をれ にな 巧 0 スペィン 人 お 政 巧に が 
する 田 巧斯艳 、お 巧が 巧 巧 あび 巧が ホ おの 「巧 巧」 協を 巧と 相 おつて 佛 W 四を な 曲し、 これを な 


巧せ しめて 一に ソ聯 に靴捉 する ので あるが •これ •か < して ひたすらに 柬方經 巧を を 巧 せんとず る 
ヒット ブ 1 Q 献立の 巧 現にす ダない ので わる。 巧手は おに、 ル ー マ ニャ、 ボ） ブンド， フィン ゥ 
ンド 巧に のびて わる 

巧くべき 速を のな W 回を ボ しつ、 ヒット ラ I か义の 通が つ r けられて わる J 
そして をれ が 術 突」 た現讓 e 大誌 Q? は ッ聯で わる" 覆は ボル シニ ヴィ： 《打が を 叫 
んで化 ホを リ I ドし セと も 言へ る" ヒット ラ ー は n ミン テ ルンの が 家 破 巧、 お 洲巧胤 化 化 ホ 化 
の菲 化を 獻た へて 巧みに 自お のか 交 政策を お々 と ホ 掌 通りに 進めて けつた とも. K へる。 

ヒット ク I がを 言ず る 時、 その 時は 旣に ぜ找が はじまつ て わると きな ので ある。 

大 ボカを がする ソ聯を 巧んで、 暗冀 ほを のを 巧 洲をお 下に 尚 まへ て そしてが 々たるが がの 火 舞 
まを：^ ましては、 をの 去 巧を、 めて ねる のが ヒット T であろ 化の ホん 似 載は そのが の 中 か 

ら 巧いて 出る。 • 

獨受擎 を スパィけ 動のを でソ稅 化が かおが し、 そして こを 巧 刑に 判を ち 巧 おして 
わた 獨ソ网 巧の 惡 化は その 傲酥 娘ん に 達した。 ソ椅 化府巧 巧の 大テ 》 除"^ 恥に、 巧な が お 巧 お.，： ン 
王 タポの 荷 沒をソ 巧を 局が 巧を し、 ドイッ 化时巧 脱がが U を输 へて】 巧に ボル シュヴィ ズム 打倒 



四 o 

の 宜 すを なし、 K ヘインの 革命を めぐつ て 其を 政府 おたかけ るソ睛 とを 命が を齡 ける 悄进の w に 
砲 乂グ义 へ れ とし、 K . ヘイ' \ 围巧ッ ご— ド 良 屏 Q ご 七； 継を 中. むと」 て お 渡は 巧 迫 
し、 おお 養 出動、 獨 S ぞ S ま、 伊戰店 急惦、 4 さ 益 中 おを 中を」 てと ぃお 襄 おおが 

策が して ゐ る。 . 

おはこ ハル カン •ゥ クラ. 1 ナ から、 化は バルチ ツク がが が がが ぴフ イン ランドに 利奚 が 哨 

がが 巧 逸 ッ雌冀 Q 葛 SS 草を てね ろ ッ蹄肇 ち肪 寒け でもを (正 W おとして 

巧に 百 六十 巧の 乂 が » を诞 し、 これらの 正規み は 化 W 曲 巧：‘ ゥクライナ」 及び 「ゥラル」 の $ 中 
の 巧 r ゥオ ルカ」 軍管區 にお^されて わるので ぁるか、 ソ 巧お備 のた も する 所の 化を おん 
巧 树化お プ义び 化 巧趙裝 備に ぁつて、 巧 巧 巧凹モ ま，® 牟巧 干を た はじめと して 巧 ♦自動 ザ 編を 

の洽が 化聲笑 小 合計 十籍 酉に 及んで わる。 

累義 みなに 化義 部を 逆き. をた 化单我 特別 研究を 月* を扔 け、 硏 究な備 S としては 化 
巧が 傑 化 お 巧 立 大隊が ぁる。 

巧に 年が 百ぶ 十を 留〇巧 まかが ホ ザの 大巧 力を 裝 巧して ぢつ としてが をぅ か だつ て わるので 

あろ . 



賊ホは則ちを合である。 何がをつかけとなつ てな値，亂^^，が攻がとお開して來るかはをく巧断 
曲 ホない 所に またを 除 化が 包が される ので わる。 しかし 乍ら 

外交の 妙 諭は、 戰爭 する ことに あるので はない。 いかに 胜 瓶を おくして そして 自闽の ホ おを か 
巧に 乂相 なに 巧 巧せ しめる かに あるので ある。 

かに ヒッー ラ ー ホ 义の错 神 も 化ら に 載が のみを わせつ て わるので はなく して、 ボルシェ ゲィズ 
ム といん W 巧ぶ お按 おのが 悦の てに、 强乂 をる 「巧 共」 十 ホ 巧を お 巧して、 なつて ザ 利 的 じ V 聯 
の が 描 化を 巧ぐ と、 もに ソ 蹄が 產巧两 ホ 巧を が齡 しつ、 そこに 巧を (秘 千を がいて ゆかう とす 
る 巧が にある のでを る。 化に 一両から 云へ ぱ’ あのな 巧 的を 青 も お 大巧 共ブ 〇ック の捣乂 も、 を 
の诚 力を なつて ソ聯ホ 軍を へコ ましな て贼 をに 巧へ ょうとす るぶ 策が、 ヒット ラ I の 本を であら 
うと も考 へられる 0 

がポ款 がか 巧に あらう とも、 な义 しみい 课巧 物が、 强 烈な辦 巧の 下に 二つ 並べられて をる とを 
いつをれ が 引た して 乂 化を がらさない ともおらない ではない か。 巧 巧は ほんとう にもの、 は卡み 
である。 

人が はた r 卸 巧を のんで みまもつ て わる。. 


. * 一 0、 盛 細 亞に對 ずろ ヒット ラ I の 

方 かと 「日獨 協を， 一の 成立 

ヒッ トラ ふ现窒 細 護 ホ ミ も Q あると サぱ をな、 g 齋 g や S をを」 ての がが 

ではなく して、 おに 乎を 巧へ て お 同 目的の 巧に 進みぶ いとおへ る义 がで ある。 

ボ しかりに 獨 なが、 寶經 寸と问 棟に 巧 納亞に 刺 & ん でが 益を 縮 ほせんと するとしても’ それ 
は视を S 逸の 図悄が 許さない。 また 雙 する 事 もがが 齡 であら ミちれ ち 巧ソ视 夕の乐 2 を 
所 諸 維持 群忆 向つ 5 族的蕃 盏歧 ci 巧から 設 打破 (な 誘と」 ておち 去た 獨 塊が 
やは ぇ 英ソ雙 等の 不星迫 ‘批 g 邮 におして 視化打 化を 叫ぶな 細な に、 冀の靈 接に お 
李る とい ム爲 に陪 ろ。 剩へ請 がに 於け るせつを S 巧 美 ム C とになる。 C れ は‘ 巧の 
なる ヒット ブ ー( どうしても 巧らざる 听 であらう。 

化に 現 ホは、 コミンテルン 巧 勤を 抑が しつ、、 だ 共々 M 戰 線を 巧义 して ソ 蹄を おかせながら そ 
こへ 円 巧の 巧述を がげ ようと か 岡して わる ヒット ラー でみ るから、 その ソ がを^に 扭 細が-の 侧か 


らお 制する ものが あれば、 したがって お 逸の 化歐は 策が がが に 展閒ナ る 課で をって、 巧に これ こ 
を獨 逸の ホ 望で ある。 

そこで この 缉别 i なる ヒット ラ ー の 化 ひは， 同じく •啡： 細 西！^ とい ふ 佈るぺ き ソ聯巧 巧 ま おの 佔 

ミ • 

ん〇 がぶ 下に 抱かれて ねる リ 木に 通じない わけはない。 H 本 もまた、 あの ボル シ H ダ ィズムの ソ 
がをお 洲 側から お则 ずる ものが あれば、 巧 細 巧 ホが のむ 設を めざして H 滿篆 义师 のが 巧を 深めて 
乂峭政 萊に乘 川す ことが W がるし、 ひいては 、巧な、 シ ペリ ャ •海 峽械 W 地、 巧が 巧の 問閱 も. 化 
び おがして い、 礎 職に 泣かれて 來 るので をる。 またな： かの W なと して. いまが が 中の 中 おの 化り お 
動 も、 をれ をして そぅせし める 所の ソ蹄 コミンテルンの 巧り が-棘 総述 動、 丈邢ホ 化な 巧 巧 動の 
あることを化んとき、 巧に、 ソ支瞒がの巧ん.能沮とぶ小：：か=の拖化1^巧をおへるとき*ひいては> 
滿 が 闽 巧の が巧披 化に する ホ 化々 で、 お 巧座祕 、ゥク ず ォの乂 巧 お 人が 備乂 をが、 巧が が 沿 
掉 地方の ユダャ 州設 抱、 口 本 巧 巧の 巧 巧 ホ猜密 のがの がが 巧を 化 ふとを， いまな がする H ま刖巧 
の 解 化が 細： 曲のは ぶの ほに も H 木は 逝んで 巧. 脚 0 W 換を 岡ら ねぱ ならたい かがを 怖饭 したり 
ヒット ラ 10 か义化 巧と H 木の ホ张 とは、 かくして ななして TU 獨 跨：： ル」 がぅ まれた の だ。 
コミンテルンの お！^ に 巧す る お： 2 巧な 上がが の 巧 ひとして 化れ 出で セ 「巧 巧 ィン 方 I ナシ 3 ナ 



巧の 

ル じがす る 協を」 で わる r 

「大 H 本. ザ 巧 政の 及 巧逸图 政府は、 が 巧 イン ダ I ナショナル-所 詢 n ミ；^ テ ルン) の n のが そのな 
り 巧る 化 ゆる 乎む による 巧が 闽 みのが 巧 咬が 化に わる ことを 認め 巧 巧 インタ— ナショナル ハ沈闲 
の 巧巧關 巧に 到す るモ ホを 巧 過す る ことけ、 化の 网 のぶ 巧 及 かみの： 一社を 危殆なら し' むる のみ . 
たら 卡 ，化 狀ザ种 を わを 巧 やかす ものた る ことを が侣 し、 化な ホ 巧の 彼 巧 K 抓す る 巧が の 巧 協 九 
せんこと を 化し 化 (通り 協 化した ので ある U 

巧】 化 細約闲 は、 化 巧 インタ ー ナショナルの 巧即 にが W をに 通報し、 么 がなる 化衡巧 巧に け 
協 謀し り： 紫 巧た るな 別に 仏り おの 巧 抱を 化が する ことを 約す。 

巧 二が 絲む蜗 は巧產 インタ I ナショナルの 化. が H がに よりて 巧の のぶが を种 やか さる、 巧 一二 
岡に おし 木 協 おの 趣け に 仏る 巧衡巧 道を なゎ 又は 本 化 担に 參加 せんこと を お！！： に 勘 蘇すべし。 

第ー ニ 條本協 化は H 本 齡及巧 逸 説の 本文を W て お 义 とす。 本 協 化け 巧が の H より 巧 施せら ろべ 
く 打つ 化が 則な 力を なす 輸約 巧は ホ 期刚滿 了が 適ぶ の 時期に がて 爾 巧に がける： 阳两 協力 0 旗が に 
が 蘇が を をぐべし。 

が 部 ‘：^ として ドぶ はを 本 巧 化が よりお 巧のを 巧を 巧け 本な 化に おを 制 巧 甘り。 


昭和 十-年 十一月 二十を H 即ち 千 化 百 一二 十六が 十一ち 二十 だ H ペル リンに がて ，4^ しけが 二述 をが 巧 
す。」 

口 獨の巧 巧は また 一一: 時に H 滿 猫の 協 化と M じこと である。 

巧に が义 利が H 獨協 化に 棘して， 

「巧な 化には お 一二 函 C 參加山 ホる 化 化と がされる が 旣にィ タリ ー 巧府は ドィッ 化‘ 村と だ 巧 巧 おを 
締 なして むる から 巧 一二 固は 必ずしも ィタ リ I 蚊膊 をむ 化して むない OJ 

と 巧 表した のを みれば、 巧 太 利 もまた 共问な 力の 巧を とらん とす るん けで ある。 

コミンテルンを めぐつ て 口 滿巧か 巧 烘；： 西、 それに 支 ぷの轉 なにわる ル 巧が を 加へ て乂な W 期 
巧 かなつ た。 ヒット ラ— はまた ょさ 刺 作ぶ でも あろ 

ヒット ブ I は 巧誦か 巧巧萊 として 獨 逸の-巧 がが 蚊^を おへる であらぅ。 おし 乍ら それは 化のを ’ 
なで じない。 ヒット ラ I け、 一身を おして 阻围 巧の ために ボル シュヴィ ズ 及び ユグ卞 ィズムの 化 
巧 化 巧と 岡つ て 米た 巧 神 家で ある。 化の 的には、 をが 巧え 化かが たぎつ てを して それ かのを 巧ら 
してむ るので ある。 そこ じ ヒット ラ I り而 口が わりが もし さがれり、 それ かまた 巧なる 倘鮮 もが 
と 巧なる 化の か 巧な 策の 裳 剔を なして ゐ るので わる。 ‘ 
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